
研 究 会 の あ ゆ み(2010年5月26日 ～2010年10月20日)

第156回:10年5,月26日(水)

脇 山佳奈 「四川省にお ける少数 民族の鏡 について」

2009年 度活動の報告及び2010年 度 の活動について

第157回:10年7月28日(水)

安部雪乃 「フィ リピンの民主的な政治への挑戦 とその影響 について～今回

の選挙 とPartyList制 度 を中心に」

第158回:10年9,月2日(水)

板倉和裕 「イン ド制憲過程 におけるマイ ノリティの政治的保障措置をめぐ

る論争」

第159回:10年10,月20日(水)

西井美穂 「シュタイナー神秘主義 における倫理性について」

本研究会 は、総合科学研究科並び社会科学研究科、国際協力研究科のアジ

ア地域 を研究対象 としている大学院生及び研究生 によって企画 ・運営 されて

います。研究会での議論の成果の一部がこの論文集 となっています。
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「20世紀中国」政治史 新刊2冊 の紹介 と批評 水 羽 信 男189

チト光鳳 『日本神道 と神楽』(テハ ック社)サ 祥 漢195

彙報

一150一



－151－

『アジア社会文化研究』投稿規程 

 
 
１．『アジア社会文化研究』の目的 

 『アジア社会文化研究』はアジア社会文化研究会において発表・議論され

た成果をもとに編集される論文集であり、2000 年 3 月の創刊以来、これま

で年1回のペースで刊行されている。同研究会は、アジア研究にかかわる者

が専門分野の枠をこえて学際的に討論し研究の幅を広げることを目的に、広

島大学大学院総合科学研究科に所属する教員および大学院生を中心に設立・

運営されている。 
 
２．投稿資格 

 原則として本研究会の目的に適い、本研究会にて発表した者とする。なお

編集委員会（ならびに院生の場合には当該指導教官）が質的に掲載に十分値

すると認めた論文の投稿申し込みを受理し、掲載の可否については厳正な査

読制をしくこととする。 
 
３．論文集完成までの過程 

（1）投稿希望者は 8 月 31 日までに所定の用紙（「投稿申込書」）で申し込む 
こと（電子メールによる添付書式も可）。 

（2）投稿希望論文の提出期限は 11 月 1 日までとする。 
（3）投稿希望者は本年度の研究会において、投稿論文の主題に沿った発表 
を少なくとも一度以上行わなければならない。ただし海外居住者や遠隔地 
に居住する者、また長期に渡り海外での調査活動に従事している場合など 
は、編集委員会での審議を経たのちに、レジュメ等の提出で発表に代える。 

（4）発表と投稿論文の提出を終えた者から随時、査読制による審査を受け、 
そこでの結果により、掲載の可否が決定される。 

（5）その後、編集作業（投稿論文の加筆・修正を要請することがある）を 
経て、翌年の 3 月末日に刊行する。 
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４．執筆要項 

（1）掲載論文の種類および分量 

 ①論説：16000～20000 字程度（400 字詰め原稿用紙で 40 枚～50 枚程度） 
②研究ノート：12000 字程度（同 30 枚程度） 
③研究動向・調査報告・資料紹介等：8000 字程度（同 20 枚程度） 
④書評：4000 字程度（同 10 枚程度） 

（2）書式等 
 原則として「ワード」横書き（34 字×30 行）で、本文を記述する言語は日

本語に限る。なお、引用など必要に応じた他言語の使用は認める。なお、

規定の書式から著しく外れたものは投稿を受理できない場合がある。 
（3）原稿の提出方法と提出先 
投稿希望者は上記①～④に該当する原稿を「ワード」またはテキストファ

イルで作成し、編集委員会宛に以下のものを提出すること。 
（a）電子メールの添付ファイルもしくは CD-R など 
（b）印刷したもの 1 部（直接・郵送いずれも可） 
なお投稿申し込みが受理された場合、投稿者は編集委員会の指示に従うも

のとする。 
 
５．書式の設定 

（1）フォント・文字サイズなど 
タイトル MS ゴシック フォントサイズ 11 

MS ゴシック 
章見出し 

 １．２．３．…（全角，フォントサイズ 10） 
MS ゴシック 

節見出し 
 （1）（2）… （半角，フォントサイズ 9） 

本文 MS 明朝 フォントサイズ 9 
数字・英文 章，節見出し以外は全て「Century」 

脚注 文末脚注 脚注番号は「アラビア数字」で設定 



参考文献 必要に応 じて 「脚注」の後に別途 に掲載

連絡先 論稿末尾 に執筆者の電子メールを記載(希 望者のみ)

(2)ペ ー ジ設定

「ワー ド」:ツ ールバーの 「ファイル」→ 「ページ設定」にて設定

文字数 と行数 余 白 用紙サイズ

上30mm文 字数34

下30mm

行 数30外20mm

フォ ン トMS明 朝 内25mm、 用紙
サイズA4

フ ォ ン トサイズ9と じしろ0 印刷
の向き 横

段数1ヘ ッダー15mm

フ ッター17.5mm

横 書 き 印刷の向き 袋 とじ

とじしろの位置 横

問い合わせ(編 集委員会)

ア ジア社会文化研究会代表:三 木直大(広 島大学大学院総合科学研究科教授)

naomiki@hiroshima-u.acJp

ア ジ ア社会文化研究会:owner-asiasyabunken@fヒeeml.com
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『アジア社会文化研究』（第 号）投稿申込書 
 

年  月  日 

フリガナ  

日本語名  名 前 
英語名  

所 属  

住 所 

電 話 連 絡 先 

E-mail   

 
１．投稿を希望する原稿の種別（○をつけて下さい） 

論説  研究 
ノート 

 研究 
動向 

 資料 
紹介 

 書評  

 
２．原稿題目（仮題目でも可） 

日本語（主題と副題） 
 

英語（主題のみ） 
 

 
３．原稿要旨（400～600字程度で記入して下さい） 
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『アジア社会文化研究』編集委員会 

※受領者 ※受領日 

 
※ 投稿申し込みの際は上記の「投稿申込書」を使用して下さい。なお電子メール

にて申し込みを希望される方には、添付用書式（ファイル）をお送りしますので、

編集委員会までご連絡下さい。 



執 筆者 紹 介(掲 載順)

岡田菜穂子 広島大学アクセシビリティセンター特任助教

永見和子 広島大学大学院総合科学研究科博士課程後期

部谷由佳 広島大学大学院総合科学研究科博士課程前期修了

(現在MAROJAPSA.R.L.&フ ェア トレー ドショップ サハラへの道)

王坤 広島大学大学院総合科学研究科博士課程後期

川原絵梨奈 広島大学大学院総合科学研究科博士課程後期

水羽信男 広島大学大学院総合科学研究科教授

三木直大 広島大学大学院総合科学研究科教授

宇田禮 中国近代詩研究 ・詩人
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編集後記

昨年のサ光鳳先生退職記念特集号をもって、本 『アジア社会文化研究』も

2000年 からの歴史を閉じても良いのではないか、という意見もあった。事実、

「地方大学」にとって、昨今の現実は院生を中心とする学術雑誌の継続的な

出版を著しく困難にしている。そうしたなか、それでも、やはり自分たちの

雑誌を守りたいとい う熱い声におされて、12号 の編集作業が始まった。

本号は前号の編集長 ・三木直大先生を引き継いで僕が担当したが、不慣れ

な うえに生来の 「馬馬虎虎」さで、査読者の方々をはじめ執筆者にも多大の

ご迷惑をおかけした。この場をかりてお詫びしておきたい。

編集作業を通じて、改めて本誌の特徴を実感することになった。それを僕

なりにまとめれば、第一に多様なディシプリンの論文を集めることで、学際

的な地域研究を進めるうえでの 「討論の場」たりうる可能性を持っているこ

とである。今回は書評を掲載することができなかったが、学界動向整理など

を含めて、若い人を中心として、ディシプリンを超えた議論のきっかけとす

ることができれば、本誌にも存在価値は十分あるといえよう。

第二に本誌は研究ノー トや小特集などといった形で、さまざまなジャンル

の原稿を掲載している。査読を前提 としてではあるが、研究会をべ一スにす

るがゆえの 「自由」が本誌にはあるように思われる。 したがってある人にと

って本誌は、博士論文執筆のための一里塚として、積極的な意味をもっであ

ろう。あるいは通常の学会誌では掲載しがたい原稿も、内容的に充実してい

れば、いわば学術的な情報の保存庫として本誌に掲載することも可能である。

その意味で我々の 「アジア社会文化研究会」の活動記録を残すことにも、少

なからぬ意味があると編集作業を通 じて感 じた次第。

本誌に関心をもった人はどうぞ僕たちの研究会のウェブページにアクセ

スし、メーリングリス トに参加してみてください。新 しいメンバーの参加を

心よりお待ちしています。

(水羽信男)
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